
◆「金明竹（きんめいちく）」・・・古典落語に聞き惚れる 

 涼しげな青緑の初夏らしい着物姿で、軽快な出囃子の音楽と共

に登壇し、「母ちゃん、パンツやぶれた」「またか」というパンツの

股と今日も又という小噺から始まり会場の笑いを誘いました。 

高座で欠かせない手拭いと扇子の使い方を披露され、そろばん

に見立てた仕草には会場から感嘆の声があがりました。会場が盛

り上がったところで、「金明竹（きんめいちく）」という古典落語を

披露されました。 

この噺は骨董屋に茶道具を七品預けるという内容で、前半は骨

董屋の店番の丁稚と客との珍妙なやり取りに面白おかしく笑わされ、後半の茶道具の話をしに来た客が店

番の丁稚と女将に難解な言葉を早口でまくし立てる場面では流暢な語り口に聞き惚れました。 

 イベント開催状況 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

2017男女共同参画市民フォーラムｉｎいわみざわ 

 
『一人ひとりひびきあい 多様性広がる社会へ』 

 平成２９年６月２５日（日）岩見沢市自治体ネットワークセンターにおいて、いわみざわ

男女共同参画プラン推進市民会議の主催により、男女共同参画市民フォーラムが開催

されました。 

 本年度は、落語家の林家 花丸（はやしや はなまる）さんを講師にお迎えし、落語の

後、『「男女共同参画」前向きにまるく考える』と題し、お話しいただきました。 

 また、講演前には第ニ回男女共同参画川柳コンテスト表彰式を行いました。 

■講演 「男女共同参画」前向きにまるく考える 

◆落語と男女共同参画 

軽快な落語の後は、『「男女共同参画」前向きにまるく考える』というテーマで、花丸さんから見た男女共

同参画についての講演。 

昔から言われている男らしさ、女らしさにとらわれず、自分らしさとい

う個性を求めることが必要だということ。男女の性の差によることなく、

個々人が持っている個性、能力を大いに発揮し、それを互いに認め合う、

明るく澄みやすい世の中を創っていくことが男女共同参画の基本中の基

本だと強調されました。 

落語の世界は、男女の差ではなく、年功を重んじる世界。女だから目立

ってはいけないということはなく、男でも女でも自分に合ったネタを作

り、表現方法を考えて、目一杯お客様の前で披露します。弟子が師匠や先

輩のお世話をするのも修業のうち。入門が 1 日でも早ければ姉さん弟子

となり、敬意を持って接します。300 年以上続く古典落語の世界には男

女共同参画の考えに通じるものがあると気づいてから、男女共同参画に関

する講演依頼を引き受けるようになったと話されました。 



◆男女共同参画は人間共同参画、思いやり文化 

男女共同参画というと難しい話だと思われがちですが、人が人とし

て互いに思いやること、人間として考えること、人間共同参画だと考

えてみてはどうでしょう。男女で役割を入れ替えてみたらどうなるで

しょうと、釘一本、きゅうり一本という話をされました。当たり前の

ように夫に頼んでいる釘打ち、妻に出してもらうきゅうりの酢の物。

それぞれが自分でやってみると意外と難しいことが分かり、相手を労

わる気持ちが生まれます。 

人として相手のことを思いやる気持ちを持てば少し世の中のあり方も変わってくる、どのようにしたらい

いかというその手段、方法の選択の幅が変わってくるのではないか。つまり男女共同参画とは、人としての

思いやりを持ちましょうということ。皆さんで思いやりの文化を持ちましょうと締めくくられました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

平成２９年４月３日から５月１０日まで募集した男女共同参画川柳コンテスト。栗沢中学校と緑陵高校で

は授業の一環として取り組んでいただき、一般の応募も含めると３５８作品の応募がありました。 

厳正なる審査の結果、大賞１点、入選５点が選ばれました。 

 

＜大賞＞ 

吾
わ

れは内 夫
つま

は外から ガラス拭く      寺西 勝子 さん 

＜入選＞ 

「おれやるよ」 その一言で 胸がキュン   佐藤 茜音 さん 

すてきだね 生きる男女の 地域力      佐藤 恭二 さん 

家事分担 それが我が家の あたりまえ    鈴木 亜美 さん 

差別ゼロ 笑顔溢れる 男女とも       藤井 帆海 さん 

オイコラを 卒業変身 僕と君        藤森 外史 さん 

 

たくさんのご応募ありがとうございました。 

■第ニ回男女共同参画川柳コンテスト表彰式 

☆フォーラム参加者の声（一部抜粋） 

 ○落語家の内弟子修業のお話をお聞きして、男女平等の裏打ちさ

れていることを知りました。【60代女性】 

○難しく考えることはないですね。解り易い話です。【40代男性】 

○とても良い講話でした。心が晴れました。【40代女性】 

 ○花丸さんの落語とても楽しかった！来て良かったです。【50 代

女性】 

 ○「男女共同参画」の共同社会は、個人を個性を認め合うことだと、

わかりやすくて、そして楽しく聞かせていただきました。【60代

女性】 

 ○夫婦二人では話もなく、まして笑うということがありません。笑

うことによって頭もすっきりしました。普段なんとなくしてい

ることが、言葉で言われて改めて痛感しました。【70 代以上女

性】 

 


